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定
家
の
部
立
百
首

「春
」
の
構
成

―
―

「初
学
百
首
」
を
起
点
と
し
て
―
―

は
じ
め
に

定
家
の
は
じ
め
て
の
百
首
歌

「初
学
百
首
」
は
、
部
立
形
式
で
詠
ま
れ
て

い
る
。
稿
者
は
こ
の
部
立
形
式
に
着
目
し
、
「初
学
百
首
」
四
季
部
の
部
立

内
部
の
構
成

（以
下
、
構
成
と
す
る
）
を
、
同
じ
く
部
立
形
式
で
詠
ま
れ
た

俊
成
の

『
久
安
百
首
』
と
比
較
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
定
家
が
俊
成
を
手

本
と
し

つ
つ
も
独
自
性
を
併
せ
持
ち
、
部
立
形
式
で
あ
る
こ
と
に
極
め
て
自

覚
的
な
態
度
で

「初
学
百
首
」
を
詠
出
し
た
こ
と
を
論
じ
た
。
本
稿
で
は
、

「初
学
百
首
」
四
季
部
の
構
成
と
、
定
家
が
そ
れ
以
後
に
詠
ん
だ
部
立
百
首

の
構
成
と
の
関
係
を
考
え
た
い
。

一　

部
立
百
首

「
春
」
と

「
秋
」
の
歌
数

百
首
す

べ
て
が
現
存
す
る
定
家

の
部
立
百
首
は
、
自
選
家
集

『
拾
遺
愚

草
』
上
巻
に
、
「初
学
百
首
」
コ

一見
浦
百
首
」
「皇
后
宮
大
輔
百
首
」
（以
下
、

「大
輔
百
首
」
と
す
る
）
「
閑
居
百
首
」
「
正
治
初
度
百
首
」
「
千
五
百
番
歌

糸田

矢日

佐

子

〈
屋

「建
保
院
百
首
」
と
成
立
順
に
収
め
ら
れ
、
『拾
遺
愚
草
員
外
』
に
は
、

「閑
居
百
首
」
と

「正
治
初
度
百
首
」
の
間
に
成
立
し
た

「
一
字
百
首
」
が

収
載
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
構
成
を
確
認
で
き
る
定
家
の
部
立
百
首

は
、
「初
学
百
首
」
を
含
め
八
種
存
在
す
る
。
こ
の
内
、
定
家
の
独
詠
は

「初
学
百
首
」
と

「
一
字
百
首
」
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
定
家
の
部
立
百
首
の
四
季
部

「春
」
「夏
」
「秋
」
「冬
」

そ
れ
ぞ
れ
の
部
立
歌
数
を
み
る
と
、
次
頁
の

【表

一
】
に
な
る
。
【表
二
】

に
は
、
「初
学
百
首
」
以
前
に
成
立
し
た
百
首
歌
の
部
立
歌
数
を
示
し
た
。

た
だ
し
こ
ち
ら
は
、
５
の

『久
安
百
首
』
以
外
は
組
題
百
首
で
あ
る
。

【表

一
】
に
よ
り
、
「春
」
と

「秋
」
の
歌
数
は
、
３

「大
輔
百
首
」
を
除

き
、
す
べ
て
の
百
首
歌
で
二
十
首
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
恋
部
に
重
点
を

（注
３
）

置
い
た

「大
輔
百
首
」
の
例
を
除
き
、
定
家
の
部
立
百
首

の

「春
」
と

「秋
」
は
、
二
十
首
が
標
準
の
歌
数
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

続
い
て

【表
二
】
を
み
る
と
、
２

『永
久
百
首
』
を
除
き
、
「春
」
と

「秋
」
は
す
べ
て
二
十
首
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
１

『堀
河
百
首
』
（組



題
）
を
基
本
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
組
題
や
部
立
と
い
う
形
式
に
関

わ
り
な
く
、
百
首
歌
の

「春
」
と

「秋
」
は
二
十
首
が
標
準
歌
数
と
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
【表

一
】
の
結
果
も
、
『堀
河
百
首
』
の
歌
数
を
継
承
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
部
立
百
首
の

「春
」
や

「秋
」
を
詠
む
に
あ

た
っ
て
は
、
二
十
首
と
い
う
枠
で
、
あ
る
程
度
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
基
本
の

構
成
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
定
家
を
含
む
当
時
の
歌

人
た
ち
が
、
百
首
歌
の

「春
」
や

「秋
」
を
詠
む
場
合
、
詠
進
の
度
に

一
か

ら
構
成
を
考
え
立
ち
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
百
首
歌
に
共
通
し
て

用
い
る
こ
と
の
で
き
る
、
基
本
の
構
成
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

Ｚつ
。

【表

一
】
定
家
の
部
立
百
首
四
季
部
の
歌
数

（成
立
順
）

【
表
二
】
定
家
以
前
の
百
首
歌
四
季
部
の
歌
数

（注
）
『久
安
百
首
』
以
外
は
組
題
百
首

こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
定
家
の
部
立
百
首

「春
」
と

「秋
」
の
構
成
を
年

次
を
追

っ
て
み
て
ゆ
き
た
い
。
「大
輔
百
首
」
は

「春
」
と

「秋
」
の
歌
数

が
十
五
首
で
あ
る
が
、
構
成
に
お
け
る
五
首
の
差
を
確
認
す
る
た
め
合
わ
せ

て
み
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

定
家
は
、
「
初
学
百
首
」
に
お
い
て
、
「
春
」
は
桜
、
「秋
」
は
月
の
歌
を
、

十
首
前
後
の
大
き
な
歌
群
と
し
て
詠
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
「
春
」
は
桜
の

自
色
に
着
日
し
た
構
成
を
行
い
、
「
秋
」
も
月
の
自
色
に
着
目
し
た
構
成
で

あ

っ
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
「
初
学
百
首
」
は
、
俊
成
の

『
久
安
百
首
』

百首歌 春 夏 秋 冬 計

1 初学百首 20首 10首 20首 10首 60首

2 二見浦百首 20首 10首 20首 10首 60首

3 大輔百首 15首 10首 15首 10首 50首

4 閑居百首 20首 15首 20首 15首 70首

5 -字百首 20首 15首 20首 15首 70首

6 正治初度百首 20首 15首 20首 15首 70首

7 千五百番歌合 20首 15首 20首 15首 70首

8 建保院百首 20首 15首 20首 15首 70首

百首歌 春 夏 秋 冬
ヽ

計

1 堀河百首 20首 15首 20首 15首 70首

2 永久百首 18首 12首 18首 12首 60首

3 為忠家初度百首 20首 15首 20首 15首 70首

4 為忠家後度百首 20首 15首 20首 15首 70首

5 久安百首 20首 10首 20首 10首 60首



を
手
本
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
構
成
は
俊
成
の

『
久
安
百
首
』
に
み
ら
れ

る
も
の
デ
ン
、
他
の

『
久
安
百
首
』
出
詠
歌
人
と
比
べ
、
独
自
性
の
強
い
構

成
で
あ

っ
た
。
定
家
は
俊
成
か
ら
そ
れ
を
継
承
し
、
「
初
学
百
首
」
で
用
い

て
い
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
定
家
は

「
初
学
百
首
」
以
後
の
部
立
百
首
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
な
構
成
を
行

っ
て
い
る
の
か
、
「
初
学
百
首
」
に
お
い
て

特
徴
的
で
あ

っ
た

「春
」
の
桜
歌
群
と

「秋
」
の
月
歌
群
の
数
値
に
よ
り
考

え
た
い
。
【表
三
】
は
定
家
の
桜
と
月
の
歌
群
数
で
あ
る
。

【表
三
】
定
家
の
部
立
百
首

「
春
」

二
十
首
中
の
桜
歌
群
と

「
秋
」
二
十
首

中
の
月
歌
群
の
歌
数

※

（注
）
た
だ
し
、
「大
輔
百
首
」
は
十
五
首
中
の
数
値

定
家
の
桜
歌
群
の
数
値
を
み
る
と
、
１

「初
学
百
首
」
の
一
一
首
が
最
も

多
く
、
４

「閑
居
百
首
」
や
５

「
一
字
百
首
」
を
除
く
と
、
概
し
て
十
首
に

近
い
数
値
で
あ
る
。
ヨ

字
百
首
」
は
、
定
家
が
触
械
の
た
め
篭
居
し
て
い

た
時
に
、
三
時

で
詠
じ
た
速
詠

で
あ
る
が
、
歌
頭
に

「
あ
さ
か
す
み
」
「
ほ

と
と
ぎ
す
」
な
ど
を
据
え
て
詠
ん
だ
勒
字
百
首
で
あ
る
。
私
的
な
独
詠
で
あ

る
上
に
、
遊
戯
的
色
彩
が
濃
い
。
桜
の
歌
を
ひ
と

つ
の
歌
群
と
し
て
お
ら
ず
、

常
と
は
異
な
る
構
成
の
よ
う
で
あ
る
。
３

「大
輔
百
首
」
は

「春
」
十
五
首

な
の
で
、
ほ
ぼ
半
数
が
桜
の
歌
群
と
な
る
。　
一
方
、
月
歌
群
の
数
値
は
、
桜

に
比
べ
全
体
的
に

「初
学
百
首
」
よ
り
少
な
く
な

っ
て
い
る
が
、
７

「
千
五

百
番
歌
合
」
で
は

「初
学
百
首
」
と
同
数
の
九
首
で
あ
る
。
同

一
百
首
歌
で

み
る
と
、
桜
歌
群
よ
り
二
首
前
後
少
な
い
も
の
が
多
く
、
「春
」
（桜
歌
群
）

と

「秋
」
（月
歌
群
）
の
バ
ラ
ン
ス
は

「初
学
百
首
」
と
同
じ
で
あ
る
。
た

だ
し
、
４

「
閑
居
百
首
」
は
桜
と
月
の
い
ず
れ
の
歌
数
も
少
な
く
注
意
さ
れ

る
。
「
閑
居
百
首
」
は
、
『
拾
遺
愚
草
』
に

「文
治
三
年
冬
与
越
中
侍
従
詠

之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
家
隆
と
と
も
に
詠
じ
た
百
首
歌
で
、
互
い

の
卑
位
卑
官
を
嘆
い
た
私
詠
で
あ
る
。
白
居
易
の

「
閑
適
詩
」
な
ど
漢
詩
の

（注
７
）

影
響
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
ま
さ
に

「閑
居
」
で
我
が
身
の
不
遇
を
嘆
く

歌
が
多
い
。
そ
の
た
め
他
の
部
立
百
首
と
は
異
質
で
、
桜
や
月
の
歌
群
数
に

影
響
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

次
に
例
数
は
少
な
い
が
、
比
較
の
た
め
、
俊
成
の
部
立
百
首
を
次
頁

【表

四
】
に
示
し
た
。
俊
成
は

『久
安
百
首
』
で
は
、
桜
と
月
を
そ
れ
ぞ
れ
十
首

の
歌
群
と
し
て
い
た
が
、
２

「正
治
初
度
百
首
」
３

「千
五
百
番
歌
合
」
の

い
ず
れ
の
歌
数
も

『久
安
百
首
』
よ
り
減
じ
、
「千
五
百
番
歌
合
」
で
は
半

数
で
あ
る
。
月
歌
群
で
は
、
必
ず
し
も
ま
と
ま
っ
た
歌
群
と
し
て
い
な
い
こ

と
に
も
変
化
が
み
え
る
。
定
家
は
、
「初
学
百
首
」
以
降
、
部
立
百
首
の

「春
」
と

「秋
」
に
、
桜
と
月
の
大
き
な
歌
群
を
置
い
て
お
り
、
ヨ

字
百

定家の部立百首
桜歌群

(総数)

月歌群

(総数)

1 初学百首 11首 9首

2 二見浦百首 9首 9首

3 大輔百首※ 7首 5首

4 閑居百首 6首 4首

5 -字百首
4霧ヨ

(5首 )

5首

(6首 )

6 正治初度百首 8首
6首

(8首 )

7 千五百番歌合 10首 9首

8 建保院百首 9首 6首



俊成の部立百首 桜歌群
月歌群

(総数)

1 久安百首 10首 10首

2 正治初度百首 6首
6首

(7首 )

3 千五百番歌合 5首
3首

(6首 )

首
」
と

「正
治
初
度
百
首
」
の
月
以
外
は
、
必
ず
ひ
と
ま
と
ま
り
に
置
い
て

い
る
。
「
二
見
浦
百
首
」
以
後
の
部
立
百
首
で
も
、
「初
学
百
首
」
「春
」
の

桜
歌
群
と

「秋
」
の
月
歌
群
の
歌
数
を
、　
一
部
の
例
外
を
除
き
大
き
く
変
え

る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

【表
四
】
俊
成
の
部
立
百
首

「春
」
二
十
首
中
の
桜
歌
群
と

「秋
」
二
十
首

中
の
月
歌
群
の
歌
数

一
一　
定
家
の
部
立
百
首

「
春
」
の
構
成

次
に
、
前
節
で
確
認
し
た
結
果
を
基
に
検
討
す
る
。
「初
学
百
首
」
の
歌

数
が
そ
れ
以
後
も
ほ
ぼ
踏
襲
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
「春
」
の
桜
歌
群
の

位
置
と
桜
の
自
色
に
着
目
し
た
構
成
を
取
り
上
げ
、
検
討
し
た
い
。
【表
五
】

は
、
定
家
の
部
立
百
首

「
春
」
二
十
首
中
の
桜
歌
群
の
位
置
で
あ
る
。
「初

学
百
首
」
で
は
、
「春
」
の
九
首
目
か
ら

一
九
首
目
ま
で
が
桜
の
歌
群
で
、

暮
春

（三
月
尽
）
の
歌
を
除
き
、
「春
」
の
後
半
部
す
べ
て
が
桜
の
歌

で
占

【
表
五
】
定
家
の
部
立
百
首

「
春
」
二
十
首
中
の
桜
歌
群
の
位
置

※

（注
）
た
だ
し
、
「大
輔
百
首
」
は
十
五
首
中
の
位
置

【表
六
】
俊
成
の
部
立
百
首

「春
」
二
十
首
中
の
桜
歌
群
の
位
置

め
ら
れ
て
い
る
。
２

「
一

「
一
字
百
首
」
を
除
き
、

一見
浦
百
首
」
以
後
も
、
特
殊
な
例
と
考
え
ら
れ
る

百
首
歌
に
お
け
る
桜
歌
群
の
位
置
は
、
ほ
と
ん
ど

定家の部立百首 桜歌群の位置

1 初学百首 9～ 19首 目

2 二見浦百首 10～ 18首目

3 大輔百首※ 8～ 14首 目

4 閑居百首 13～ 18首目

5 -字百首 10～ 13首 目

6 正治初度百首 11～ 18首 目

7 千五百番歌合 10～ 19首目

8 建保院百首 10～ 18首目

俊成の部立百首 桜歌群の位置

1 久安百首 9～ 18首

2 正治初度百首 11～ 16首

3 千五百番歌合 7～ 11首



同
じ
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
４

「
閑
居
百
首
」
で
は
、
歌
数
は
六
首
と
や

や
少
な
か

っ
た
が
、
「春
」
二
十
首
の
中

で
占
め
る
位
置
を
み
る
と
、
数
が

少
な
く
な

っ
た
分
、
歌
群
の
位
置
が
後
ろ

へ
ず
れ
、
「春
」

一
三
首
目
か
ら

一
八
首
目
ま
で
と
な

っ
て
い
る
。
桜
の
歌
数
は
減

っ
て
も
、
歌
群
の
終
わ
る

位
置
に
変
化
は
な
い
の
で
あ
る
。
「建
保
院
百
首
」
は
、
建
保
四
年
に
詠
ま

れ
た
も
の
で
、
「初
学
百
首
」
か
ら
二
十
五
年
を
経

て
い
る
が
、
こ
の
百
首

で
も
桜
は
九
首
詠
ま
れ
、
そ
の
位
置
は

「春
」
十
首
目
か
ら

一
八
首
目
ま
で

と
な

っ
て
い
る
。
「
春
」
が
二
十
首

で
は
な
く
十
五
首

で
あ
る
、
「大
輔
百

首
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
、
桜
歌
群
は
、
八
首
目
か
ら

一
四
首
目

と
な

っ
て
お
り
、
歌
群
の
終
わ
る
位
置
は

「春
」
の
終
わ
り
か
ら
二
首
日
で

あ
る
。

つ
ま
り
、
「
春
」
二
十
首
の
百
首
歌
と
全
く
同
じ
構
成
な
の
で
あ
る
。

俊
成
も
同
じ
く

【
表
六
】
に
示
し
た
が
、
「
春
」
二
十
首
全
体
の
中

で
占
め

る
桜
歌
群
の
位
置
は
、
定
家
ほ
ど

一
定
し
て
い
な
い
。
定
家
が
桜
歌
群
の
歌

数
だ
け
で
な
く
、
そ
の
位
置
に
つ
い
て
も

「初
学
百
首
」
を
踏
襲
し
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
た
。

次
に
定
家
の
、
桜
の
白
色
に
着
目
し
た
構
成
に
つ
い
て
み
て
ゆ
き
た
い
。

「初
学
百
首
」
で
は
、

春
雨
の
し
く
し
く
ふ
れ
ば
い
な
延
庭
に
み
だ
る
る
青
柳
の
糸

（拾
遺
愚
草

・
八
）

吉
野
山
た
か
木
の
桜
さ
き
初
め
て
色
た
ち
ま
さ
る
峰
の
白
雲

（同

・
九
）

の
よ
う
に
、
璽
円
柳
」
と
桜
の
自
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
詠
ま
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
桜
歌
群
の
前
に
、
色
を
持

つ
景
物
を
置
く
構
成
は
、
「建
保
院
百

首
」
の
、

新
玉
の
苔
の
緑
に
春
か
け
て
山
の
し
づ
く
も
時
は
し
り
け
り

（同

。
一
三
〇
七
）

浅
緑
霞
た
な
び
く
山
が

つ
の
衣
春
雨
色
に
い
で
つ
つ

（同

。
一
三
〇
八
）

あ
を
に
よ
し
な
ら
の
都
の
玉
柳
色
に
も
し
る
く
春
は
き
に
け
り

（同

・
一
三
〇
九
）

峰
の
雪
と
く
ら
む
雨
の
つ
れ
づ
れ
と
山
辺
も
よ
ほ
す
花
の
下
紐

（同

。
一
三

一
〇
）

き
の
ふ
け
ふ
山
の
か
ひ
よ
り
自
雲
の
立
田
の
桜
今
か
さ
く
ら
ん

（同

。
一
三

一
一
）

ま
で
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、　
三
二
〇
七
番
歌
の

「苔
の
緑
」
か

ら
、
浅
緑
の

「
霞
」
や

「柳
」
の
歌
が
続
き
、
桜
の
歌

一
首
目
と
な
る

一
三

一
〇
番
歌
に

「峰
の
雪
」
が
詠
ま
れ
、
そ
の

「峰
の
雪
」
が
春
雨
に
よ

っ
て

解
け
、
花
が
開
き
、
「
山
の
か
ひ
よ
り
自
雲
」
が

「
立
」

つ
と
す
る
。
こ
の

後
に
は
、

桜
花
さ
き
ぬ
る
比
は
山
な
が
ら
石
間
行
く
て
ふ
水
の
自
浪

（同

。
一
三

一
三
）

と
、
石
間
を
行
く

「白
浪
」
に
花
を
見
立
て
る
歌
が
詠
ま
れ
、

山
の
端
を
わ
き
て
な
が
む
る
春
の
夜
に
花
の
ゆ
か
り
の
有
明
の
月

（同

・
一
三

一
七
）

白
色
の
桜
と
有
明
の
月
が
、
混
然

一
体
と
な
る
美
し
さ
を
詠
ん
で
い
る
。
桜

の
自
色
に
着
目
し
た

「初
学
百
首
」
と
同
じ
構
成
意
図
が
窺
え
、
さ
ら
に
、



桜
と
月
の
白
色
の
美
を

一
首
の
う
ち
に
重
ね
て
い
る
。

で
は
、
「
初
学
百
首
」
か
ら

「建
保
院
百
首
」
ま
で
、
桜
の
自
色
に
着
目

し
た
構
成
は
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
「大
輔
百
首
」
に
は
、
次
の
よ

う
な
配
列
が
み
え
る
。

色
ま
さ
る
松
の
緑
の
ひ
と
し
ほ
に
春
の
日
数
の
深
さ
を
ぞ
じ
る

（同

。
二
〇
五
）

浅
緑
露
ぬ
き
み
だ
る
春
雨
に
下
さ

へ
ひ
か
る
玉
柳
か
な

（同

。
二
〇
六
）

秋
霧
を
分
け
し
雁
金
た
ち
か

へ
り
霞
に
き
ゆ
る
曙
の
空

（同

。
二
〇
七
）

じ
る
か
ら
む
こ
れ
ぞ
そ
れ
と
は
い
は
ず
と
も
花

の
都
の
春
の
景
色
は

（同

。
二
〇
八
）

白
雲
と
ま
が
ふ
桜
に
さ
そ
は
れ
て
心
ぞ
か
か
る
山
の
端
ご
と
に

（同

。
二
〇
九
）

「初
学
百
首
」
の
よ
う
な
、
青
柳
と
桜
の
白
色
と
の
、
明
瞭
な

コ
ン
ト
ラ
ス

ト
で
は
な
い
も

の
の
、
「
松

の
緑
」
や
柳

の

「浅
緑
」
か
ら
、
緩

や
か
に

「
白
雲
と
ま
が
ふ
桜
」
に
繋
が
り
、
桜
歌
群
が
始
ま
る
。
「正
治
初
度
百
首
」

で
は
、
桜
の
歌
群
の
中
に
、

白
雲
の
春
は
か
さ
ね
て
立
田
山
を
ぐ
ら
の
峰
に
花
匂
ふ
ら
し

（同

。
九

一
三
）

高
砂
の
松
と
都
に
こ
と
づ
て
よ
尾
上
の
桜
い
ま
さ
か
り
な
り

（同

。
九

一
四
）

「白
雲
」
か
ら

「
松
」

へ
、
ま
た

一
首
中
に

「松
」
の
緑
と

「桜
」
の
自

の

対
比
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の

は
、
桜
の
自
色
に
取
り
合
わ
さ
れ
る
の
は
、
必
ず

「
緑
」
で
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
前
掲

「大
輔
百
首
」
に
お
け
る
桜
歌
群
の
最
終
歌
は
、

ふ
り
に
け
る
庭
の
苔
路
に
春
暮
れ
て
行

へ
も
し
ら
ぬ
花
の
白
雪

（同

・
二

一
四
）

で
あ
る
。
「苔
」
に
散
り
落
ち
る
桜
が

「
白
雪
」
に
見
立
て
ら
れ
、
「松
」
や

「
柳
」
と
同
様

「苔
」
の

「緑
」
と
桜
の
自
色
と
の
対
比
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

定
家
が
、
部
立
百
首

「
春
」
に
お
い
て
、
桜

の
白
色
と
取
り
合
わ
せ
る
モ

チ
ー
フ
は
、
「初
学
百
首
」
以
来
常
に

「
緑
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
春
」
二
十
首
に
お
け
る
桜
歌
群
の
位
置
を
先
述
し
た
が
、
歌
群
の
歌
数

に
多
少
の
変
化
が
あ

っ
て
も
そ
の
位
置
は

一
定
で
、
必
ず
春
の
末
尾
近
く
ま

で
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「春
」
は
桜
歌
群
の
後
に
、　
一
、
二

首
し
か
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
「初
学
百
首
」
「
春
」
末
尾
は
、

お
し
な
べ
て
峰
の
桜
や
散
り
ぬ
ら
ん
白
妙
に
な
る
四
方
の
山
風

（拾
遺
愚
草

。
一
九
）

う
ら
み
て
も
か
ひ
こ
そ
な
け
れ
行
く
春
の
帰
る
か
た
を
ば
そ
こ
と
知
ら

ね
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（同

・
二
〇
）

と
あ
り
、
先
行
勅
撰
集
に
お
い
て
、
桜
歌
群
の
後
に
必
ず
置
か
れ
て
い
る
款

冬
や
藤
な
ど
、
色
を
持

つ
晩
春
の
花
は
詠
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
も
、
俊
成

の

『久
安
百
首
』
を
手
本
と
し
た
も
の
だ
が
、
定
家
は

「
二
見
浦
百
首
」
以

降
も
こ
の
態
度
を
続
け
て
い
る
。
た
だ
例
外
と
し
て
、
後
鳥
羽
院
主
催
の
百

首
歌
に
の
み
、
桜
の
後
に

「
藤
」
の
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
定
家
は
、
後
鳥

羽
院
が
主
催
す
る
百
首
歌
の

「春
」
に
限
り
、
必
ず
藤
を
詠
む
の
で
あ
る
。



例
え
ば

「
正
治
初
度
百
首
」
で
は
、

春
も
惜
し
花
を
し
る
べ
に
宿
か
ら
ん
ゆ
か
り
の
色

の
藤

の
下
か
げ

（同

。
九

一
九
）

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
定
家
が
藤
原
氏
で
あ
る
こ
と
か
ら
詠
ま
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
「藤
の
下
か
げ
」
に
は
、
藤
原
氏
で
あ
り
な
が
ら
不
遇
を
か
こ
つ

身
が
表
さ
れ
て
い
よ
う
。
藤
は
、
百
首
歌
の
主
催
者
で
あ
る
後
鳥
羽
院
に
、

自
身
が
藤
原
氏
で
あ
る
こ
と
を
顕
示
す
る
た
め
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
単
な
る
晩
春
の
景
物
で
は
な
く
、
廷
臣
と
し
て
の
定

家
自
身
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
る
。

定
家
は
、
晩
春
の
代
表
的
景
物
で
あ
る
款
冬
を
、
部
立
百
首
で
は

一
首
も

詠
ん
で
い
な
い
。
し
か
し
、
同
じ
く
部
立
形
式
の
定
数
歌
で
あ
る
、
建
暦
二

年
の

「
院
二
十
首
」
「春
」
十
首
に
は
、

色
に
い
で
て
う

つ
ろ
ふ
春
を
と
ま
れ
と
も
え
や
は
い
ぶ
き
の
款
冬
の
花

（同

。
一
九
七
三
）

が
み
え
る
。
数
は
少
な
い
も
の
の
百
首
歌
以
外
で
は
、
部
立
形
式
の
定
数
歌

に
款
冬
を
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
定
家
が
款
冬
を
晩
春
に
詠
ん

で
い
な
い
の
は
、
部
立
百
首
に
お
け
る
独
自
の
態
度
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
歌
材
と
し
て
款
冬
と
藤
の
差
異
は
認
め
難
く
、
や
は
り
、
後
鳥
羽
院
主

催
の
部
立
百
首
で
詠
ま
れ
る
藤
は
、
藤
原
氏
の
象
徴
と
い
う
意
味
を
持

つ
と

考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
定
家
は
、
順
徳

院
主
催
の

「
内
裏
名
所
百
首
」
「
春
」
に
藤
を
詠
ん
で
お
ら
ず
、
翌
年
成
立

の
後
鳥
羽
院
主
催
の

「
建
保
院
百
首
」
で
は
、
藤
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、

定
家
に
と

っ
て
仕
え
る
べ
き
主
君
は
、
後
鳥
羽
院
だ
け
で
あ

っ
た
こ
と
を
物

語
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
定
家
が
、
後
鳥
羽
院
に
そ
の
よ

う
な
姿
勢
を
示
し
た
か

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

定
家
の
部
立
百
首

「
春
」
二
十
首
の
構
成
は
、
大
き
な
桜
歌
群
を
後
半
部

分
に
置
い
て
い
た
。
こ
れ
は
、
桜
歌
群
の
後
に
、
款
冬
や
藤
と
い
っ
た
晩
春

の
花
々
を
詠
ま
な
い
こ
と
と
連
動
す
る
。
後
鳥
羽
院
主
催
の
百
首
歌
に
お
け

る
藤
も
、
藤
原
氏
の
象
徴
と
い
う
役
割
に
よ
り

一
首
置
か
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。

俊
成
は
、
「
正
治
初
度
百
首
」
「
千
五
百
番
歌
合
」
の
い
ず
れ
の

「春
」
で
も
、

（注
１４
）

桜
の
後
に

『
久
安
百
首
』
で
は
詠
ま
な
か

っ
た
款
冬
や
藤
を
詠
ん
で
い
る
。

こ
の
点
で
も

『
久
安
百
首
』
で
用
い
た
構
成
を
、
自
身
の
基
本
と
は
し
て
い

な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
俊
成
の

『
久
安
百
首
』
「春
」

を
手
本
と
し
た
、
定
家
の

「初
学
百
首
」
「
春
」
の
特
徴
的
な
構
成
は
、　
一

部
の
例
外
を
除
き
、
そ
の
後
の
定
家
の
部
立
百
首

に
お
け
る
基
本
の
形
と

な

っ
た
の
で
あ
る
。

〓
一　
定
家
の
部
立
百
首
か
ら

『定
家
卿
百
番
自
歌
合
』

ヘ

定
家
は
、
俊
成

の

『
久
安
百
首
』
を
手
本
と
し
た

「初
学
百
首
」
「春
」

の
特
徴
的
な
構
成
を
基
本
と
し
、
そ
の
後
の
部
立
百
首
に
用
い
続
け
た
こ
と

が
わ
か

っ
た
。
俊
成
が
、
「
正
治
初
度
百
首
」
や

「千
五
百
番
歌
合
」
に
お

い
て
、
『
久
安
百
首
』
の
構
成
を
踏
襲
せ
ず
、
詠
出

の
つ
ど
新
た
な
構
成
で

（詠
ん
だ
態
度
と
は
明
ら
か
な
違
い
が
み
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
定
家
の
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
肯
定
的
に
も
否
定
的
に
も
受

け
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
否
定
的
に
捉
え
る
な
ら
ば
、
定
家
は
百
首

歌
詠
進
に
際
し
、
新
た
な
構
成
を

一
か
ら
立
ち
上
げ
る
こ
と
な
く
、
機
械
的



と
も
い
え
る
態
度
で
常
に
類
似
の
構
成
に
よ
り
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
稿
者
は
、
定
家
の
態
度
を
肯
定
的
に
受
け
止
め
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、

定
家
の
和
歌
の
総
決
算
と
も
い
え
る
、
『
定
家
卿
百
番
自
歌
合
』
「
春
」
の
構

成
が
、
本
稿
で
考
察
し
た
部
立
百
首
に
お
け
る
構
成
の
延
長
上
に
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

『定
家
卿
百
番
自
歌
合
』
は
、
単
な
る
秀
歌
の
羅
列
で
は
な
く
、
綿
密
な

結
番
や
、
構
成
配
列
が
な
さ
れ
て
い
る
作
品
で
、
部
立
を
持
ち
、
何
よ
り
百

番
と
い
う
数
が
百
首
歌
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
四
季
部
が
五
十
番

百
首
、
恋
部
と
雑
部
合
わ
せ
て
五
十
番
百
首
で
あ
る
こ
と
も
、
百
首
を

一
括

り
と
し
て
意
識
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
『定
家
卿
百
番
自
歌
合
』
二
次

（注
１５
）

本

「春
」
の
構
成
を
確
認
す
る
と
、
「
春
」
は

一
四
番
二
八
首
だ
が
、
桜
歌

群
は
そ
の
う
ち
の
六
番

一
二
首
を
占
め
、
歌
群
が
置
か
れ
た
位
置
も
、
「春
」

後
半
部

の
八
番
か
ら

一
二
番
ま

で
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
桜
歌
群
が

「春
」
全
体
の
約
半
数
で
あ
り
、
「
春
」
の
後
半
部
分
を
占
め
る
構
成
が
、
部

立
百
首
の
基
本
の
形
と
同
様
で
あ
る
。
「春
」
最
後
の

一
番
は
、

十
四
番

左
　
網
代
木
に
桜
こ
き
ま
ぜ
行
く
春
の
い
ざ
よ
ふ
浪
を
え
や
は
と
ど
む
る

（定
家
卿
百
番
自
歌
合

・
二
七
）

右
　
あ
は
れ
い
か
に
霞
も
花
も
な
れ
な
れ
て
雲
し
く
谷
に
帰
る
鴬（同

。
二
八
）

桜
を
詠
み
込
ん
だ
暮
春
の
歌
で
終
え
ら
れ
、
藤
や
款
冬
の
歌
は
撰
歌
さ
れ
て

い
な
い
。
定
家
の
部
立
百
首
以
外
の
定
数
歌
に
は
藤
や
款
冬
が
み
え
、
部
類

歌
収
載
の

『
拾
遺
愚
草
』
下
巻

「春
」
に
お
け
る
桜
歌
群
の
後
に
は
、

竜
田
河
い
は
ね
の
邸
問
影
み
え
て
猶
水
く
く
る
春
の
く
れ
な
ゐ

（同

・
水
辺
瑯
聞

・
二

一
九
二
）

款
冬
の
こ
た

へ
ぬ
色
に
露
お
ち
て
里
の
昔
は
と
ふ
か
ひ
も
な
し

（同

・
故
郷
款
冬

。
二

一
九
二
）

し
ひ
て
猶
袖
ぬ
ら
せ
と
や
藤

の
花
春
は
い
く
か
の
雨

に
さ
く
ら
ん

（同

・
雨
中
藤
花

。
二

一
九
四
）

と
、
「
邸
問
」
「款
冬
」
「藤
」
の
歌
が
置
か
れ
て
い
る
。
『定
家
卿
百
番
自
歌

合
』
に
藤
や
款
冬
の
歌
が

一
首
も
み
ら
れ
な
い
理
由
は
、
定
家
の
藤
や
款
冬

の
歌
に
、
自
身
が
秀
歌
と
認
め
得
る
歌
が
み
え
な
い
た
め
だ
け
と
は
言
い
難

い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
『定
家
卿
百
番
自
歌
合
』
に
は
、
桜
を
自
色
に
見
立
て
た
歌
は
四

首
あ
る
が
、
中
で
も
九
番
は
、

左
　
み
吉
野
は
花
に
つ
つ
ろ
ふ
山
な
れ
ば
春
さ

へ
み
ゆ
き
故
郷
の
空

（定
家
卿
百
番
自
歌
合

。
一
七
）

右
　
桜
色
の
庭
の
春
風
跡
も
な
し
と
は
ば
ぞ
人
の
雪
と
だ
に
み
ん（同

。
一
八
）

と
、
左
右
と
も
桜
を

「
雪
」
に
見
立
て
た
歌
で
番
わ
さ
れ
、
次
の
十
番
左
に

は
、

桜
花
う

つ
ろ
ふ
春
を
あ
ま
た

へ
て
身
さ

へ
ふ
り
ぬ
る
浅
茅
生

の
宿

（同

。
一
九
）

「浅
茅
」
を
詠
ん
だ
歌
が
置
か
れ
て
い
る
。
「浅
茅
生
の
宿
」
は
荒
れ
果
て
た

住
居
を
表
す
歌
語
だ
が
、
晩
春
の
浅
茅
は
青
々
と
繁
る
草
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
に
も
、
控
え
め
で
は
あ
る
が
、
桜
の
自
色
と
緑
の
組
み
合
わ
せ



が
み
え
、
桜
と
対
比
さ
れ
取
り
合
わ
さ
れ
る
色
は
緑
の
み
で
あ
る
。
『定
家

卿
百
番
自
歌
合
』
四
季
部
の

「
春
」
は
、
定
家
が
自
身
の
裁
量
で
、
歌
材
を

取
捨
選
択
し
構
成
配
列
す
る
こ
と
の
で
き
る
部
立
百
首
に
お
い
て
、
繰
り
返

し
用
い
続
け
た
基
本
の
形
と
同

一
線
上
に
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が

っ
て
、

こ
の
基
本
の
構
成
は
、
定
家
が
最
良
の
も
の
と
し
て
積
極
的
に
用
い
続
け
た

と
肯
定
的
に
考
え
た
い
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

定
家
の

「初
学
百
首
」
は
、
俊
成
の

『久
安
百
首
』
を
手
本
と
し
、
そ
こ

か
ら
多
く
の
も
の
を
摂
取
し
て
い
た
。
し
か
し
、
父
の
百
首
を
手
本
と
し
て

詠
じ
た
と
、
単
純
に
捉
え
る
こ
と
は
早
計
で
あ
る
。
定
家
は
父
の
百
首
を
咀

疇
し
、
独
自
の
基
準
に
適
う
も
の
だ
け
を
選
び
取
り
、
「初
学
百
首
」
を
自

身
の
部
立
百
首
の
基
本
の
形
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
生
涯
そ
の
態
度

は
変
わ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
そ
の
意
味

で
、
「初
学
百
首
」
に
は
新
た
な

意
義
が
加
わ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
に
は
、
俊
成
に
と

っ
て
、
『久
安
百
首
』

が
、
基
本
と
な
り
得
な
か

っ
た
こ
と
と
の
大
き
な
違
い
が
み
え
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
俊
成
が
家
の
命
運
を
賭
け
て
、
崇
徳
院
に
よ
る
応
制
の

『
久
安
百

首
』
を
詠
進
し
た
こ
と
と
、
定
家
が
俊
成
の
庇
護
の
下
、
歌
の
家
御
子
左
家

の
継
承
者
と
し
て
、
歌
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
「
初
学
百
首
」
を

詠
じ
た
こ
と
と
の
違
い
と
も
い
い
得
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
定
家
は

「初
学

百
首
」
詠
進
の
段
階
で
、
日
の
前
の
百
首
を
詠
む
の
に
精

一
杯
で
あ

っ
た
の

で
は
な
く
、
歌
人
と
し
て
遥
か
先
を
見
据
え
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

や
は
り
定
家
は
、
「初
学
百
首
」
に
お
い
て
、
部
立
百
首
を
詠
む
と
い
う
こ

と
に
き
わ
め
て
自
覚
的
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
「初
学
百
首
」
を
起
点
に
、
定
家
の
部
立
百
首

「春
」
を
取

り
上
げ
、
桜
歌
群
を
中
心
に
通
時
的
に
考
察
し
、
歌
群
の
歌
数
や
そ
の
位
置
、

さ
ら
に
桜
の
白
色
と
緑
と
の
対
比
が
、
「
初
学
百
首
」
以
降
の
部
立
百
首
に

詠
ま
れ
続
け
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
歌
風
の
変
化
と
は
異
な
り
、

定
家
の
部
立
百
首
の
構
成
に
は
、
生
涯
を
通
じ
て
の
基
本
形
が
存
し
た
の
で

あ
る
。

定
家
は
、
部
立
百
首

「春
」
を
詠
む
に
あ
た
り
、
新
奇
な
歌
材
に
拠
ら
な

い
だ
け
で
な
く
、
伝
統
的
歌
材
の
中
で
も
古
来
よ
り
最
も
数
多
く
詠
ま
れ
て

き
た
桜
に
こ
だ
わ

っ
た
と
い
え
る
。
桜
歌
群
に
着
目
す
れ
ば
、
定
家
は
部
立

百
首
詠
進
の
つ
ど
、
十
首
前
後
か
ら
成
る
桜
歌
群
内
部
の
構
成
に
新
し
さ
を

試
み
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
桜
を
自
色
の
景
物
に
見
立
て
る
こ

と
や
、
緑
の
景
物
と
の
対
比
と
い
っ
た
、
も
う

一
段
階
深
い
レ
ベ
ル
で
の
基

本
の
ス
タ
イ
ル
に
沿

っ
て
桜
の
歌
を
新
た
に
詠
む
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
ま

さ
に
、
『
近
代
秀
歌
』
に
お
い
て
、
「
詞
は
古
き
を
慕
ひ
、
心
は
新
し
き
を
求

め
」
と
記
し
た
、
定
家
歌
論
の
骨
子
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
百
首
歌

詠
進
に
際
し
、
定
家
が
自
身
に
課
し
た
新
し
さ
は
、
桜
歌
群
内
部
の
構
成
や

歌
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（１
）

拙
稿

「定
家

「初
学
百
首
」
に
み
る

「部
立
百
首
を
詠
む
」
と
い
う
こ

と
」
『待
兼
山
論
叢
』
文
学
篇
第
四

一
号

（二
〇
〇
七
年

一
二
月
）

（２
）

「
一
字
百
首
」
は
定
家
の
独
詠
だ
が
、
そ
の
後
慈
円
や
公
衡
も
定
家
に
倣



い
、
同
百
首
を
詠
じ
て
い
る
。

（３
）

「大
輔
百
首
」
は
、
四
季
五
十
首

・
恋
五
十
首
で
あ

っ
て
、
百
首
歌
に
通

常
含
ま
れ
る
雑
部
が
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
恋
部
偏
重
の
構
成
で
あ
る
。

（
４
）

（１
）
拙
稿
参
照
。

（
５
）

拙
稿

「俊
成
の

『
久
安
百
首
』
「春
」
と

「秋
」
の
歌
材
と
構
成
―
顕
輔

と
の
比
較
を
中
心
に
―
」
『
国
語
国
文
』
第
七
十
六
巻
第
十
号

（
二
〇
〇
七

年

一
〇
月
）
に
詳
述
。

（６
）

あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
語
句
二
十
、
字
数
百
字
を
、　
一
字
ず

つ
歌
頭
に

詠
ん
だ
百
首
。
田
仲
洋
己

「藤
原
定
家
の

「
一
字
百
首
」
に
つ
い
て
」
『
岡

山
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
二
六
号

（
一
九
九
六
年

一
二
月
）
に
詳
し
い
。

（
７
）

久
保
田
淳

『新
古
今
歌
人
の
研
究
』
第
二
篇
第
二
章

「新
古
今

へ
の
道
」

（東
京
大
学
出
版
会

。
一
九
七
三
年
）
、
神
谷
敏
成
氏

「
『
閑
居
百
首
』
に
つ

い
て
」
『和
歌
文
学
研
究
』
四
十
二
号

（
一
九
八
〇
年
四
月
）
な
ど
に
指
摘

が
あ
る
。

（８
）

同
百
首
に
は
、
定
家
の
他
の
部
立
百
首
に
は
み
ら
れ
な
い
歌
材
、
「春
」

で
は
、
よ
も
ぎ
、
わ
ら
び
な
ど
が
み
え
る
。
い
ず
れ
も

「
閑
居
」
に
相
応
し

い
歌
材
と
い
え
よ
う
。

（
９
）

「大
輔
百
首
」

一
例
だ
が
、
部
立
の
歌
数
に
関
わ
り
な
く
、
部
立
の
約
半

数
を
桜
歌
群
と
し
て
部
立
後
半
部
に
置
き
、
桜
歌
群
の
後
は

一
、
二
首
と
い

う
形
が
基
本
と
い
う
想
定
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
１０
）

俊
成

『久
安
百
首
』
「春
」
二
十
首
の
末
尾
は
以
下
の
よ
う
に
、
款
冬
や

藤
を
詠
ん
で
い
な
い
。

桜
咲
く
ふ
も
と
の
小
田
の
苗
代
は
種
よ
り
先
に
花
ぞ
散
り
け
る

（久
安
百
首

・
八

一
八
）

ま
す
ら
を
は
同
じ
ふ
も
と
を
返
し
つ
つ
春
の
山
田
に
老
い
に
け
る
か
な

（同

・
八

一
九
）

ゆ
く
春
の
霞
の
袖
を
引
き
止
め
て
し
ほ
る
ば
か
り
や
う
ら
み
か
け
ま
し

（同

・
八
二
〇
）

（１１
）

承
久
の
乱
後
に
催
さ
れ
た
、
九
条
教
実
主
催
の
二
十
題
百
首

「
関
白
左
大

臣
家
百
首
」
「暮
春
」
五
首
に
も
、

匂
ふ
よ
り
春
は
暮
行
く
款
冬
の
花
こ
そ
花
の
な
か
に
つ
ら
け
れ

（拾
遺
愚
草

。
一
四

一
三
）

と
、
款
冬
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
藤
は
詠
ま
れ
て
い
な
い
。

（
‐２
）

「内
裏
名
所
百
首
」
は
組
題
百
首
だ
が
、
百
の
名
所
を
歌
題
と
し
て
お
り
、

歌
題
に
よ
る
歌
材
の
制
約
は
な
い
。

（
‐３
）

定
家
と
後
鳥
羽
院
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
和
歌
を
め
ぐ
る
対
立
を
中
心
に

論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
後
鳥
羽
院
主
催
の
公
的
な
催
し
で
あ
る
百
首
歌
に
お

い
て
、
定
家
は
臣
下

（藤
原
氏
）
で
あ
る
こ
と
を
院
に
示
し
続
け
た
と
考
え

た

い
。

（‐４
）

俊
成
の

「正
治
初
度
百
首
」
「千
五
百
番
歌
合
」
に
は
、
堀
河
題
で
あ
る

呼
子
鳥
や
蘭
な
ど
も
詠
ま
れ
て
い
る
。
歌
材
に
関
し
て
い
え
ば
、
俊
成
の
部

立
百
首

「春
」
に
は
同
題
へ
の
回
帰
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（‐５
）

『定
家
卿
百
番
自
歌
合
』
は
、
建
保
四

（
一
二

一
六
）
年
の
一
次
本
成
立

か
ら
貞
永
元
年
以
降
改
訂
の
二
次
本
ま
で
、
定
家
自
身
に
よ
り
三
度
改
訂
さ

れ
て
い
る
。
現
存
伝
本
は
二
次
本
と
二
次
本
の
み
だ
が
、
「春
」
に
構
成
上

の
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。

《使
用
テ
キ
ス
ト
》
＊
『拾
遺
愚
草
』
…
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
八
巻

『拾
遺
愚
草

上
中
』
（朝
日
新
聞
社

・
一
九
九
三
年
）
同
第
九
巻

『拾
遺
愚
草
下
』
（同

。
一
九

九
五
年
）
＊
『拾
遺
愚
草
員
外
』
…
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本

『六
家
集
』
所
収
本

＊
他
の
和
歌
及
び
番
号
は
、
『新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。
な
お
、
引
用
に
際
し
、

適
宜
表
記
を
改
め
濁
点
を
私
に
付
し
た
。

（
ほ
そ
か
わ

。
ち
さ
こ
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了
）


